
児童生徒の実態や職員が変わっても、サステイナブルな運営ができるように、 

【参考資料１】それぞれシート（記入例）と作成手順 

 

 

 

 

 

 

  

それぞれの形で社会参加をめざすための自立活動の授業をつくろう！シート（記入例）  

それぞれシート   2019/9/3 

 

１．実態の把握 

① 興味・関心、学習や生活の中で見られる長所や良さ、短所等、生徒の実態を自立活動の６区分の視点で整理する 

実態 健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

長所 

 ・給料で好きなも

のを買いたいとい

う目標があり、就

業意欲がある。 

・登下校のあいさ

つなど、周りに対し

て礼儀正しい。 

・敬語を使うことが

できる。 

・事前に説明をし、

見通しが立てば、

校外学習にも参加

できる。 

・聴覚が良い。遠く

の話し声も よく聞

いている。 

・登下校を徒歩で

行う日もある。 

・一人でバス利用

ができる。 

・特撮ヒーロー作

品の話題では楽し

くコミュニケーショ

ンが取れる。 

・自分のブログが

あり、そこで人と

やりとりしている。  

短所 

・食事制限がある

が、コントロールで

きていない。 

・肥満 

・自分の気持ちを

話すのに時間がか

かる。 

・中学校の同級生

と会うことを嫌いバ

ス の時間をず ら

す。 

・あまり関わりのな

い人には言葉が出

ない。（社、英） 

・集団の中での活

動が苦手で、教室

での授業には参加

できない。 

 ・運動嫌い。 ・自分から他者へ

話しかけることは

あまりない。 

・同年代の女子か

ら声をかけられる

のが苦手である。  

 

② 将来の希望、なりたい自分像 

本人 
・具体的ではないが、「お金が入る仕事がしたい。」という希望

があり、収入のある仕事に就くことを望んでいる。 
保護者 

・社会に出て、自分で生計を立てるなど、自立した生

活を送ってほしい。 

 

③ 集団への参加 

A. 他人と場の共有

ができない。家

から出られない 

B. 限られた人

と関係が持

てる。 

 

国、社、数、理（座学）英、

体、美、家 

C. ３者以上で同席できる。 

面談 特定の人 

理（実験）、音、家（調理） 

D. 校内の集団の場に参加

することができる。 

 

校外学習 

自活（ゲームな

ど） 

就業体験参加（2/10 日） 

E. 学校外の一般社

会で自立して参

加できる。 

 

バスで本屋、レン

タルショップに一

人で行く。 

 

２．課題の抽出 

（１－①にあげた中から それぞれの社会的自立に向けて課題となる事項にアンダーラインを引く。） 

 

生徒名（ｲﾆｼｬﾙ） A. A 学部・学年・学級 高等部 ・ 第（３）学年 ・ （Ⅱ）類型 ・ （重複）学級 

疾 患 名 精神疾患（不安障害、対人恐怖症、抑うつ）、クローン病 

家庭・その他 
母子家庭、週 2 日デイを利用、特撮ヒーロー作品を楽しんでいる。本屋等に一人で歩いて行っ

ている。母とはよく話し、大声でけんかもする。母が自分の理解者と捉えている。 

学校での様子 

・学校ではほぼ発語なし。自分の考えをしっかり持っており、言葉は少ないが、ゆっくり時間をと

ると必要なことを伝えることができる。特定の友達と趣味の話をする。 

・集団の中での活動が苦手で、教室での授業には参加せず、個別室で下学年、下学部の課題

学習をしている。課題への取り組みがなかなか進まない。 

・卒業式参加を希望しているが、集団参加の練習は進んでいない。 

① 担任が網掛け部分  

基本情報、１－②本人保

護者の希望を記入。 

② 全教科担当者、担任で 

生徒の実態を 6 区分に分類し記入。 

集団への参加の形を場面に分けて記

入。 

３－③集団参加への配慮事項を記

入。 

③ 担任が１－①の表から社会的自立に向けて課題とな

る事項を選び、アンダーラインを入れる。 



 

 

  
３．目標の選択及び指導内容の設定 

① 自立活動の内容の選択（学習指導要領による 6 区分 27 項目から） ※該当する項目にチェック☑を入れる。 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

☐生活のリズムや生

活習慣の形成に関

すること 

✓病気の状態の理解

と生活管理に関す

ること 

☐身体各部の状態の

理解と養護に関す

ること 

☐障害の特性の理解

と生活環境の調整

に関すること 

☐健康状態の維持・

改善に関すること 

✓情緒の安定に関

すること 

☐状況の理解と変

化への対応に関

すること 

☐障害による学習

上又は生活上の

困難を改善・克服

する意欲に関す

ること 

☐他者とのかかわ

りの基礎に関す

ること 

☐他者の意図や感

情の理解に関す

ること 

✓自己の理解と行

動の調整に関す

ること 

✓集団への参加の

基礎に関するこ

と 

☐保有する感覚の活

用に関すること 

☐感覚や認知の特性

についての理解と

対応に関すること 

☐感覚の補助及び代

行手段の活用に関

すること 

☐感覚を総合的に活

用した周囲の状況

についての把握と

状況に応じた行動

に関すること 

☐認知や行動の手掛

かりとなる概念の

形成に関すること 

☐姿勢と運動・動作 

の基本的技能に関

すること 

☐姿勢保持と運動・

動作の補助的手段

の活用に関するこ

と 

✓日常生活に必要な

基本動作に関する

こと 

☐身体の移動能力に

関すること 

☐作業に必要な動作

と円滑な遂行に関

すること 

☐コミュニケーション

の基礎的能力に関

すること 

☐言語の受容と表出

に関すること 

☐言語の形成と活用

に関すること 

✓コミュニケーション

手段の選択と活用

に関すること 

✓状況に応じたコミュ

ニケーションに関

すること 

 

② 指導目標（森川）の選択 ※該当する項目にチェック☑を入れる。 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

✓自分の心身の状態

を理解できる。( ２)  

☐必要に応じて自分

の体調などを周囲

へ伝えることができ

る。( ２)  ( ４)  

☐生活の中で適度な

運動をしている。

( １)  

☐体調の自己管理が

できる。( ５)  

✓自分が不安なく入

れる集団の規模を

理解・選択し、必要

な関わりを持つこと

ができる。( １)  

✓自分の気持ちをコ

ントロールして継続

した活動ができる。

( １)  

☐学校生活の中で実

際の成功体験を積

み重ねる。( １)  

☐ある程度の自己理

解ができる。( １)  

( ２)  

☐ある程度の他者理

解ができる。( ３)   

✓客観的な視点を持

つ。( １)  ( ３)  

☐社会のルールやマ

ナーを知る。( ４)  

✓段階的に人と関わ

る経験を積む。( １

～４)  

☐それぞれが

可能な情報

収集の方法

を持つ。( ４)  

☐集めた情報

から状況を

把握する。

( ４)  

☐周囲の状況

を判断し行

動することが

できる。( ５)  

✓日常生活動

作を支える身

体をつくる。 

( １)  ( ２)  

☐日常生活動

作ができる。

( ３)  

☐社会的な場

面における

移動能力を

持つ。( ４)  

☐コミュニケーションの場や

手段（ICT、その他通信機

器）を共有する。( １)  

✓コミュニケーションの成功

体験を積む。( １)  

☐他者の表現を正確に受け

取ることができる。( ２)  

✓それぞれの方法で自分の

意思を発信することができ

る。 ( ４)  

☐援助・支援を要請すること

ができる。( ５)  

 

 

③ 具体的な指導内容を設定 （集団参加への配慮事項等を記入）。 

〈個別〉 

①登校時に今日の予定、担当者、参加の仕方、下校の時間、

今の気持ちを確認する。 

②web 中継で、常時学級や行事の取り組みの様子を視聴でき

る環境を設定。学級の様子や雰囲気を知り、安心感と学習

の機会を確保することを狙う。卒業に向け、学級への帰属

意識の育成と、段階的に学級活動への参加の意欲を促す。 

③下校時に今日の振り返り、次の日の予定の確認、参加の仕

方、今日の気持ちを確認。 

④将来の目標や、それをかなえるための日々の具体的方法

について話し合いを繰り返す。 

〈今後の指導内容〉 

○事業所見学（個別） 

○行事カレンダー掲示（個別） 

〈集団〉 

①ゆっくり待つことで本人の発語が促される。（学）仮面ライダ

ーの話題を振ると饒舌になる。（学、数、美、国） 

②はっきりと苦手とわかる要素は避けることを本人と確認する

と安心して活動ができるときがある。（学） 

③学級活動の参加から目指し、段階を踏みながら校内行事や

校外学習、就業体験の参加へと広げていき、その活動を通

してコーピングの方法を発見し、いろいろな集団の中でも

安定した気持ちで過ごせるようにする。（学） 

④必要性の高い就業体験や校外学習で施設を見学する機会

を増やし、自分に合った適正な集団規模を知る。心的安定

の下で働ける、適切な就労先を見つけ、自ら選択する力を

付ける。（学） 

⑤○○君がいると教室に入った。（学）実験を予告すると理科

室にて授業を受けた。（理） 

⑥面談では玩具屋への将来の希望をはっきり伝えていた。

（進） 

〈今後の指導内容〉 

○eSport s のゲームに参加 

○校外学習（メインプレイス）と事業所見学をセットで体験 

 

☆ 記入 ：       担任・担当（根路銘）、     国（頼子）、数（富川）、理（暁子）、社（仲間）、音（金田）、体

（根路銘）、美（孝）、家・技（殿村） 
⑤ 担任が、個別と集団の指導内容を指導目標とつなぎ 

  具体的な内容を記入。 

④ 担任が３－①②の内容の選択と指導目標の選択を

し、 

チェックを入れる。 



【参考資料２】活動指導略案 

身も心もリラックス＆リフレッシュ！ 

日付 １校時帯状                    担当：授業者名   
 

指導目標（森川）の選択  

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

✓自分の心身の状

態を理解でき

る。 

✓必要に応じて自

分の体調などを

周囲へ伝えるこ

とができる。 

✓生活の中で適度

な運動をしてい

る。(１) 

✓体調の自己管理

ができる。 

✓自分が不安なく入

れる集団の規模を

理解・選択し、必

要な関わりを持つ

ことができる。 

☐自分の気持ちをコ

ントロールして継

続した活動ができ

る。 

☐学校生活の中で実

際の成功体験を積

み重ねる。 

✓ある程度の自己

理解ができる。 

✓ある程度の他者

理解ができる。  

☐客観的な視点を

持つ。 

☐社会のルールや

マナーを知る。 

☐段階的に人と関

わ る 経 験 を 積

む。 

☐それぞれが

可能な情報

収集の方法

を持つ。 

☐集めた情報

から状況を

把握する。 

✓周囲の状況

を判断し行

動すること

ができる。 

✓日常生活動

作を支える

身体をつく

る。  

☐日常生活動

作ができ

る。 

☐社会的な場

面における

移動能力を

持つ。 

☐コミュニケーションの

場や手段（ICT、その他

通信機器）を共有す

る。 

☐コミュニケーションの

成功体験を積む。 

✓他者の表現を正確に受

け取ることができる。 

☐それぞれの方法で自分

の意思を発信すること

ができる。  

✓援助・支援を要請するこ

とができる。 
 

集団の段階付け・場所・（想定生徒） 

 B.限られた人と関係が持てる。 

 

 

 

 

○C .３者以上で同席、教室 

 

 

D.校内の集団の場に参加する

ことができる。 

 

E.学校外の一般社会で自

立して参加できる。 

 

 

授業案（簡） 

・ 

内容等 

１．帯状自活の目的～心身の安定を図りながら安定した登校を目指す～ 

①心身の健康状態を知ることができる 

②毎日の日程を確認し、活動内容に見通しをもって取り組むことができる 

③教師と相談しながら、活動内容や活動量を決めとりくむことができる。 

④関わり可能な相手から他者との関わりをもち、関わりの輪を広げることができる 

  ⑤繰り返しの簡易動作や運動で、身体作りに取り組むことができる。 

 ２．授業の流れ 

  ①学級でのバイタルチェック 

②朝の会（日程確認など） 

  ③簡易清掃（教室内・教室周辺）活動 

  ④週テーマの確認と取り組み  

  ⑤2 校時からの授業に備え個別タイム 

  ※火・木の流れ 8:50～9:00 バイタルチェック 

9:00-移動（教室→保健室→プレイルーム）＆活動（身体作り） 

役割分担 指導・支援：学級担任・担当者、もしくは授業に入っている職員 

その他 

場所：各学級、プレイルーム ※バイタルチェック器具は、教室棚に用意。  

健康観察簿→登校時に生徒が保健室からとって教室へ。 

 ★裏面に詳細あり。確認して下さい。 
 

  



 

清掃のコツをコツコツと身につけよう！ 

日付 毎週金曜日４校時                       担当：授業者名   
 

指導目標（森川）の選択  

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

☐自分の心身の状

態を理解でき

る。 

✓必要に応じて自

分の体調などを

周囲へ伝えるこ

とができる。 

☐生活の中で適度

な運動をしてい

る。(１) 

☐体調の自己管理

ができる。 

☐自分が不安なく入

れる集団の規模を

理解・選択し、必

要な関わりを持つ

ことができる。 

✓自分の気持ちをコ

ントロールして継

続した活動ができ

る。 

✓学校生活の中で実

際の成功体験を積

み重ねる。 

✓ある程度の自己

理解ができる。 

✓ある程度の他者

理解ができる。  

☐客観的な視点を

持つ。 

✓社会のルールや

マナーを知る。 

☐段階的に人と関

わ る 経 験 を 積

む。 

☐それぞれが

可能な情報

収集の方法

を持つ。 

☐集めた情報

から状況を

把握する。 

✓周囲の状況

を判断し行

動すること

ができる。 

✓日常生活動

作を支える

身体をつく

る。  

☐日常生活動

作ができ

る。 

☐社会的な場

面における

移動能力を

持つ。 

☐コミュニケーションの

場や手段（ICT、その他

通信機器）を共有す

る。 

☐コミュニケーションの

成功体験を積む。 

✓他者の表現を正確に受

け取ることができる。 

✓それぞれの方法で自分

の意思を発信すること

ができる。  

✓援助・支援を要請するこ

とができる。 
 

集団の段階付け・場所・（想定生徒） 

 B.限られた人と関係が持てる。 

 

 

 

※トイレ清掃が厳しい生徒は、 

教室や廊下の掃き清掃を担当する 

○C .３者以上で同席、教室 

 

 

D.校内の集団の場に参加する

ことができる。 

 

E.学校外の一般社会で自

立して参加できる。 

 

 

授業案（簡） 

・ 

内容等 

１．清掃のねらい 

～清掃のコツを教えることで生徒を伸ばす効果も得られる～ 

①協調性を養う 

・決められた清掃の時間の中で、仲閒と清掃を行う共同作業を通して、協調性を養う。 

  ・自分の手が空いた時にはまだ終わっていない生徒の手伝いを行たりと、相手を思いや

る 

心も育つ。 

  ②使用教室等をきれいに使うようになる 

  ・清掃の大変さがわかり、日常的に使っている場所をきれいに使おうとする意識が芽生

え育つ。 

  ③働くという貴重な機会になる 

  ・家で働く（手伝う）ことのない、あるいは少ない生徒が、働くという貴重な機会になる。 

２．授業の流れ 

  ①グループ分け（２・３年生と１年生のペアリング）、担当職員の割りふり 

②清掃の手順に従って、清掃活動を行う。 

    清掃中は、報連相も意識させる。 

    清掃終了後は休憩を取らせ、体力・気力の回復につなげる。 

役割分担 授業担当：    指導・支援：授業に入っている職員全員 

その他 場所：高等部棟１・２階男女トイレ、PC 教室、高多目的室など 



 

Ⅰ
授
業
の
配
置
方
法
や
活
動
内
容
か
ら
み
て
と
れ
る
、
高
等
部
全

体
の
成
長
・
変
容
等
に
関
す
る
所
感

①
教
科

学
習

で
は

見
ら

れ
な

い
姿

が
見

ら
れ

る
。

皆
楽

し
そ

う
に

参
加
し
て
い
た
。

②
ヘ
ル

ス
ア

ッ
プ

で
は

、
興

味
の

あ
る

も
の

を
自

分
で

選
択

し
や

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

③
個

人
差

は
あ

る
が

、
集

団
活

動
や

個
人

活
動

を
通

し
て

「
聴

く
」

「
話

す
」

「
従

う
」

な
ど

他
人

と
う

ま
く

関
わ

る
た

め
の

基
礎
的
な
力
（
社
会
性
）
が
育
っ
て
き
て
い
る
。

④
縦
・

横
の

つ
な

が
り

の
中

で
、

先
輩

や
級

友
た

ち
の

動
き

を
モ

デ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
の
行
動
や
言
葉
の
成
長
が
み
ら
れ
る
。

⑤
１

時
間

目
の

自
活

や
個

チ
ャ

・
リ

ラ
T
を

置
い

た
こ

と
で

、
心

理
的

安
定

が
図

ら
れ

て
い

る
こ

と
が

登
校

生
徒

の
言

動
か

ら
と

感
じ

と
れ

る
。

ま
た

、
昨

年
度

に
比

べ
勤

怠
状

況
の

安
定

さ
も

覗
え
る
。

⑥
活
動

時
の

言
葉

か
け

や
周

囲
の

様
子

確
認

と
意

識
の

向
上

で
、

個
々
の
報
告
連
絡
相
談
場
面
が
増
え
て
き
た
。

⑦
お
互

い
の

特
徴

（
性

格
・

得
手

不
得

手
）

を
考

慮
し

な
ら

接
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑧
様
々

な
集

団
活

動
を

経
験

す
る

こ
と

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
生

徒
の

「
社

会
」

（
交

友
関

係
）

が
広

が
っ

た
。

（
本

人
＋

親
＋

教
師

＋
先
輩
・
後
輩
・
級
友
）

⑨
教
師

の
指

示
を

待
た

ず
、

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
に

取
り

組
む

生
徒
が
増
え
て
き
た
。

⑩
全
体
的
に
落
ち
着
い
て
来
た
と
感
じ
る
。

⑪
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

方
も

上
手

く
な

っ
て

き
た

と
思

う
。

⑫
自
ら
考
え
て
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑬
個
人

差
は

あ
る

が
、

指
示

待
ち

か
ら

周
り

の
状

況
を

み
て

、
自

分
で
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

⑭
朝
、

担
当

者
が

生
徒

に
会

え
て

、
本

人
の

状
況

を
把

握
で

き
る

の
で

、
生

徒
た

ち
に

も
安

心
感

が
見

ら
れ

、
１

日
が

過
ご

し
や

す
そ
う
で
あ
る
。

⑮
自
活

が
多

い
こ

と
で

、
生

徒
対

生
徒

、
生

徒
対

教
師

の
関

わ
る

時
間
が
増
え
、
心
理
的
に
落
ち
つ
い
て
登
校
で
き
て
い
る
。

⑯
同
じ

活
動

を
繰

り
返

す
こ

と
で

、
清

掃
や

給
食

配
膳

な
ど

の
活

動
や
工
程
を
覚
え
、
時
短
し
行
え
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

⑰
仲
間

や
周

囲
こ

と
（

周
囲

の
環

境
）

も
見

る
こ

と
が

で
き

つ
つ

あ
る
。

⑱
体
験

し
経

験
し

、
身

に
付

い
て

き
た

成
長

が
個

々
に

現
れ

出
し

て
い
る
。

⑲
美
化
活
動
に
お
け
る
意
識
・
意
欲
・
技
術
の
向
上
を
感
じ
る

⑳
毎
日

の
バ

イ
タ

ル
チ

ェ
ッ

ク
の

確
認

に
よ

り
、

心
身

の
健

康
状

態
を

本
人

及
び

担
当

と
共

有
し

な
が

ら
無

理
な

く
活

動
に

取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
学
年
及
び
個
人
の
成
長
・
変
容
等
に
関
す
る
所
感

①
（
３

年
生

）
朝

の
清

掃
を

繰
り

返
す

こ
と

で
、

技
術

も
向

上
し

自
分
た
ち
で
主
体
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
（
３

年
生

）
生

徒
間

の
連

携
（

横
・

縦
）

に
お

い
て

中
心

的
な

役
割
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

③
（
３
年
生
）
奉
仕
の
精
神
が
育
っ
て
き
た

④
（

２
・

３
年

生
）

１
・

４
校

時
の

自
活

活
動

や
行

事
に

お
い

て
、

主
体

性
と

責
任

感
が

目
に

見
え

て
成

長
し

て
い

る
様

子
が

随
所
で
み
ら
れ
る
。

⑤
（
２

・
３

年
生

）
ゲ

ー
ム

や
行

事
の

進
行

で
、

物
事

に
対

す
る

動
き

方
が

わ
か

り
ど

ん
ど

ん
積

極
的

に
働

け
る

よ
う

に
な

っ
た

と
思
う
。

⑥
（
２

・
３

年
生

）
自

活
内

容
の

固
定

化
や

事
前

学
習

等
で

、
心

理
的

な
不

安
定

さ
を

上
手

に
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
る

よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

⑦
（
１

年
生

）
自

分
の

内
面

を
見

せ
始

め
て

い
る

。
「

自
分

を
見

せ
て

も
い

い
ん

だ
。

」
と

い
う

雰
囲

気
が

自
活

を
通

し
て

作
ら

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

⑧
（
１

年
生

）
自

立
活

動
中

の
２

・
３

生
の

動
き

が
良

き
手

本
・

見
本

と
な

り
、

主
体

的
な

動
き

や
俊

敏
な

動
き

が
徐

々
に

身
に

つ
き
つ
つ
あ
る
。

⑨
登
校

時
に

は
、

自
分

か
ら

声
を

か
け

皆
を

引
っ

張
っ

て
い

く
場

面
が
見
ら
れ
て
い
る
。

⑩
自
分
の
居
場
所
や
役
割
が
持
て
て
き
て
い
る
。

⑪
登
校

時
は

、
休

憩
す

る
だ

け
で

は
な

く
皆

と
過

ご
そ

う
と

し
て

来
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

⑫
自

分
の

考
え

を
上

手
く

伝
え

よ
う

と
努

め
て

い
る

感
じ

が
す

る
。
継
続
す
れ
ば
か
な
り
成
長
す
る
と
思
う
。

⑬
自
分

一
人

で
教

室
に

来
ら

れ
な

か
っ

た
生

徒
が

、
教

室
環

境
へ

の
不

安
が

減
り

一
人

で
も

教
室

ま
で

来
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た
。

⑭
嫌
々

取
り

組
ん

で
い

た
掃

除
活

動
に

、
前

向
な

言
動

で
取

り
組

め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

⑮
今
ま

で
教

師
に

頼
ん

で
い

た
重

た
い

荷
物

の
移

動
運

搬
に

、
自

ら
取
り
組
む
様
子
が
増
え
て
き
た
。
（
体
力
が
つ
い
た
？
）

⑯
集

団
活

動
に

参
加

す
る

際
の

オ
ド

オ
ド

感
が

減
っ

て
き

て
お

り
、
表
情
が
良
く
な
っ
た
。

⑰
教
科

学
習

へ
の

参
加

は
あ

ま
り

見
ら

れ
な

か
っ

た
が

、
自

活
に

は
ほ
ぼ
参
加
で
き
て
い
た
生
徒
が
い
る
。

⑱
「
何

で
一

人
で

や
ら

な
い

と
い

け
な

い
ー

？
」

と
、

ス
タ

ー
ト

す
る

こ
と

が
多

か
っ

た
生

徒
が

、
最

近
は

学
校

で
の

楽
し

み
を

見
い

だ
し

た
こ

と
で

周
囲

と
の

関
わ

り
が

も
て

る
よ

う
に

な
り
、
登
校
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

⑲
安
定

し
た

登
校

と
は

言
え

な
い

が
、

日
程

表
（

時
間

割
）

を
カ

バ
ン

に
入

れ
、

今
行

わ
れ

て
い

る
授

業
を

確
認

す
る

意
識

が
あ

る
。

Ⅲ
そ
の
他
、
今
年
度
の
「
自
立
活
動
」
に
関
す
る
意
見
や
感
想
等

①
限
ら

れ
た

時
間

し
か

担
当

に
入

っ
て

い
な

い
の

で
、

全
体

の
動

き
が
余
り
わ
か
ら
な
い
。

②
保
健
関
係
行
事
、
校
外
学
習
な
ど
区
別
が
つ
き
に
く
い
。

③
振
り

返
り

シ
ー

ト
の

改
善

が
必

要
（

金
４

校
時

の
み

で
活

用
さ

れ
て

い
る

が
本

来
は

全
て

の
自

活
で

記
録

予
定

だ
っ

た
か

と
思

う
。

生
徒

が
つ

け
や

す
い

よ
う

に
数

字
の

バ
ロ

メ
ー

タ
だ

け
に

し
、

心
身

の
状

態
を

把
握

し
な

が
ら

活
動

内
容

の
精

選
や

改
善

、
生

徒
支

援
に

あ
た

る
等

の
参

考
資

料
に

も
な

る
の

で
は
？
）

④
金
の

連
続

時
間

や
ゲ

ー
ム

を
各

担
当

者
が

担
っ

た
こ

と
で

、
趣

向
を

凝
ら

し
た

活
動

内
容

に
な

り
生

徒
た

ち
へ

の
良

い
刺

激
に

な
っ

た
と

思
う

。
生

徒
の

興
味

関
心

の
広

が
り

や
少

な
か

ら
ず

登
校
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
っ
た
か
と
思
う
。

⑤
登
校

が
安

定
し

た
生

徒
に

対
し

て
、

次
の

成
長

段
階

へ
と

つ
な

が
る
負
荷
の
か
け
方
や
活
動
内
容
の
検
討
が
必
要
か
と
思
う
。

⑥
週

10
時
間

（
実

質
12

）
自

立
活

動
と

年
計

を
通

し
て

運
営

す
る

中
で

、
職

員
の

連
携

や
協

力
は

不
可

欠
と

な
る

。
各

活
動

で
担

当
者
を
設
け
て
分
担
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

⑦
対
象

と
な

る
生

徒
の

実
態

も
次

々
と

変
化

（
成

長
）

し
て

い
く

と
思

わ
れ

る
。

適
宜

、
目

標
や

活
動

内
容

の
見

通
し

（
工

夫
）

も
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

⑧
一
部

の
職

員
に

負
担

が
集

中
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
次

年
度

に
向
け
た
整
備
が
重
要
。

⑨
年

間
計

画
を

き
ち

ん
と

立
て

ら
れ

れ
ば

楽
に

な
り

そ
う

で
す

が
、

子
供

た
ち

の
状

況
に

合
わ

せ
て

い
く

の
で

中
々

う
ま

く
で

き
な
い
と
い
う
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
。

⑩
１
校

時
の

自
活

に
担

当
者

が
入

れ
れ

ば
、

生
徒

の
心

理
的

安
定

に
も
っ
と
つ
な
が
る
と
思
う
。

⑪
行
事

の
事

前
・

事
後

学
習

は
と

て
も

大
事

で
必

要
だ

が
、

苦
手

と
感

じ
て

い
る

生
徒

も
い

る
。

そ
の

子
に

ど
う

対
応

し
た

ら
い

い
の
か
、
ど
の
段
階
に
い
る
の
か
見
極
め
る
の
が
難
し
い
ー
。

⑫
個
々

に
行

う
自

活
と

し
て

の
コ

マ
は

な
い

が
、

小
集

団
の

中
で

職
員

が
共

通
理

解
の

も
と

進
め

て
い

る
の

で
、

妥
当

だ
と

感
じ

る
。

⑬
一
般

中
学

校
か

ら
の

生
徒

は
、

自
活

と
い

う
時

間
が

不
安

な
よ

う
で

あ
っ

た
。

「
何

や
る

の
？

」
「

ど
ん

な
授

業
？

」
登

校
が

安
定

し
な

い
生

徒
担

当
に

な
る

と
進

め
辛

さ
を

感
じ

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

だ
が

、
職

員
が

協
力

し
楽

し
く

活
動

を
行

っ
て

い
れ

ば
生
徒
が
つ
い
て
来
て
く
れ
た
。

⑭
各
学
年
、
生
徒
の
実
態
の
違
い
で
成
長
差
を
感
じ
る
。

⑮
今
年

の
PC

活
動

は
約

半
年

足
ら

ず
で

あ
っ

た
が

、
入

力
が

上
達

し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。

⑯
他
中

学
校

か
ら

の
生

徒
は

活
動

の
経

験
差

が
あ

る
が

、
苦

手
な

こ
と

に
も

時
間

を
か

け
て

ゆ
っ

く
り

取
り

組
む

こ
と

で
で

き
る

こ
と
が
増
え
、
成
長
を
感
じ
る
。

【参考資料３】アンケート結果（記述） 

 


